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2022 年 3 月期第２四半期決算説明会 質疑応答要旨 

【日   時】 2021年11月９日（火） 15:00～15:40 

【開 催 方 法】 Zoomウェビナー 

【登 壇 者】  代表取締役社⾧ 宮部佳也 
      執行役員 財務・主計担当 桝谷修司 
         財務部⾧ 海野太郎 

 

 

【電子・デバイスセグメントの足元の状況や今後の見通しについて】 

Q. 電子・デバイスセグメントに関して、セグメント全体では期初公表の通期見通しの修正はないが、

事業別の内訳を見ると見通しが修正されている。ICT ソリューション事業がやや強めで、逆にモバ

イル事業が若干弱めな印象だが、この動きをどう見ているか。 

A. 電子・デバイスセグメントは、ICT ソリューション事業は好調の一方、モバイル事業についてはや

や弱含みという状況になっている。ICT ソリューション事業については、企業のデジタル化による
需要が拡大しており、引き続き好調を維持すると見込んでいる。一方、モバイル事業については、

前期比では大きく回復したが、コロナ前の前々期と比較すると販売台数の戻りは８割程度に留まっ

ている。10 月に緊急事態宣言が解除されたこともあり、来店者数が増えて販売台数もある程度回復
することが見込まれているが、携帯キャリアではオンライン専用プランでの販売を始めたこともあ

り、中⾧期的には店舗での販売台数はある程度まで減少するのではないかと想定している。 

このような環境下、モバイル事業では、引き続き携帯端末販売代理店の買収や二次店の直営化を行

うことで収益拡大の余地がまだあると考えている。 

また、当社グループのモバイル事業は、これまでのコンシューマー向けから法人向けビジネスに軸

足が移っており、5G 対応のソリューションビジネスなどは今後大きく成⾧していく余地がある。
さらに現在ある店舗は当社グループのリアルでの大きな経営資源であり、既に ENEOS でんきやセ

キュリティソフトの販売なども開始しているように、今後は店舗での非モバイル、非キャリアの商

材の販売も展開していきたいと考えている。 

Q. モバイル事業の今後 2～3 年の利益水準について、定量的なイメージを教えてほしい。 

A．モバイル事業の事業環境は現時点、戻りが弱いが、引き続き、二次店買収や法人ビジネスの伸⾧に

より収益拡大の余地はあり、営業活動に係る利益はコロナ前（2020 年 3 月期）の 71 億円程度のレ
ベルには戻るものと考えている。携帯端末の販売台数の回復に加え、法人向けビジネスの拡大や

M&A によって収益を拡大していく。 
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【収益拡大の方向性や資本効率の改善について】 

Q. 決算説明資料の 18-19 ページに記載されている事業投資案件の中で、兼松の収益拡大が期待できる

事業は何か。 

A. 時間軸はいろいろあるが、やはり携帯電話販売代理店の買収は即効性があり、収益規模も大きい。

半導体基板分割機メーカーの買収も、先般、事業譲受した半導体製造装置事業とのシナジーがあり

収益の伸びが期待できる。総合食品メーカーとの資本業務提携は、東南アジアでの案件であり、成
⾧するアジアマーケットにおいて収益拡大を図るもの。食肉 E コマースは、当社としては初めて

マーケットイン型のビジネスとなり、当該社の収益の取り込みというよりは現在行っている畜肉ビ

ジネスの拡販シナジーを期待している。 

Q. 兼松では IRR など投資基準も厳しく管理しておりそれに沿っての投資を実行することは望ましいと

思うが、財務体質やキャッシュフローの状況から見ると大型の買収も可能だと考えられる。この中

計期間中における大型買収などの可能性について教えてほしい。 

A. 連結のネット DER は低い水準を維持している。また年間の営業キャッシュフローも平均すると 150

～250 億円は生まれており、基本的にはこの範囲内で財務規律を守りながら投資を進めていく考

え。ここにきて大型案件もかなり出始めており、今後は大きな投資実行の可能性もある。中計最終
年度目標の当期利益 200 億円は、既存事業の収益強化と今後の事業投資の両輪で達成できると考え

ている。 

Q.  決算説明資料の 14 ページに記載いただいている ROE と ROIC は、2018 年 3 月期以降低下傾向に
あり、現在底を打っていると思うが、今後の改善目標はあるか。或いは、利益の絶対額を高めるこ

とに重点を置くのか、考えを伺いたい。 

A. ご指摘のとおり、ROIC は 6％台後半だったものが、コロナ禍の影響もあり、５％を下回る水準に下
がっている。これについては、中計目標を達成することにより、利益水準の回復と共に ROIC も回

復するという意識でやっていく。７％を目標として定めており、まずは今期５％を超える水準に戻

したいと考えている。ROE も同様である。 

 

【経営戦略、兼松の今後の方向性】 

Q. 宮部社⾧が社⾧に就任されてから約半年となるが、あらためて気づいたり、兼松をこうしていきた

いという思いに何か変化があったか教えていただきたい。 

A. 社⾧に就任して半年近く経った。当社グループ全体を見ると、あらゆる分野でビジネスを展開して

おり、そこで蓄積された知見、経験、ネットワークがあり、これが当社の最大の財産であると考え
ている。この知見、経験、ネットワークを活用し、部門の垣根を取り除き、グループ内で情報を共

有し、オール兼松でビジネスを構築していくことが、今後の収益伸⾧に結びつくと私は考えてい

る。 
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Q. 部門間の垣根を越えてグループ全体の知見を活かしたプロジェクトなど、実際に動き始めているも

のがあればご紹介いただきたい。 

A. 私は社⾧就任前に事業連携チームも担当しており、その頃から各部門の主要メンバーやグループ会
社のメンバーと集まり情報交換をしながら、新規事業について議論を始めている。また、主要グ

ループ会社の社⾧会でも同様の議論が始まっている。 

｢future 135」後半 3 ヵ年の施策として、“グループを挙げての DX 推進”を掲げており、今年 7 月に
DX 推進委員会を立ち上げ、グループの既存事業のデジタル化を進めている。今後、グループ共通

の IT 環境の整備などを進め、既存ビジネスの収益の底上げをしていこうと考えている。 

 

【格付けについて】 

Q. 格付けについては、現在「BBB＋」だが、「A」まで上げたいとお考えか、その場合、会社として

何が必要と考えておられるか、お聞きしたい。 

A. まずは、足元の収益力を上げることに集中したい。その結果として格付けが上がれば尚良いと考え

ている。 


